










「解答又は解答例」及び「出題の意図」 
 

問 1／出題の狙い 
 編入後に本人が取り組もうと考えている時代や地域について、与えられたテーマに関係
する事象を想起し、歴史的文脈に組み立てる力をみる。 
 
問 2／⽇本史・東洋史・⻄洋史に関する基礎的知識を確かめる狙いである。 
 
〔⽇本史〕 
 a.藤原道⻑ 
 平安時代中期の公卿で一条天皇の摂政藤原兼家の⼦。⻑兄道隆、次兄道兼が亡くなった
後を継いで、一条天皇の⺟であった姉の藤原詮⼦の協力のもと、内覧となり、また大臣を
歴任して政治を主導した。娘の彰⼦を一条天皇に入内させて中宮とし、一条天皇皇后定⼦
の兄伊周との権力争いに勝利し権力を掌握するとともに、娘の妍⼦を三条天皇中宮、威⼦
を後一条天皇中宮として、結果的に三人の娘を天皇の后とし栄華を誇った。晩年は出家し
て法成寺を造営した。⽇記として『御堂関白記』が伝わる。 
 
 b.一向一揆 
 念仏を「専修」したために「一向宗」と呼ばれた宗派のうち、浄土真宗本願寺派の門徒
が中心になった一揆。本願寺 8 世蓮如は加賀国吉崎に拠って布教し、郷村の住⺠たちを信
仰団体「講」に組織して、門徒と村落自治との結びつきを強めた。1488 年、浄土真宗の宗
派間の抗争が原因になって、加賀国の本願寺派門徒は守護富樫政親を滅ぼした。1570〜80
年代の石山戦争では、本願寺法主顕如が織⽥信⻑の干渉を受けて宗派存続の危機を感じた
ため、各地の門徒に挙兵を求めて、一向一揆が他の戦国大名たちと連繋して信⻑と戦っ
た。 
 
 c 文久 3 年 8 月 18 ⽇の政変 
 政変以前の朝廷においては、急進派の公家と⻑州藩などの尊攘派がつよい力を持ち、孝
明天皇の意思も通りづらい状況であった。これに対して、薩摩藩や会津藩らと朝廷内の公
武合体派の公家らとが協力して、急進派の公家（三条実美ら）や⻑州藩勢力などを京都か
ら追い出した。この政変を、八月十八⽇の政変という（三条らは⻑州に落ち延びた。いわ
ゆる「七卿落ち」である）。その後、⻑州藩は、池⽥屋事件をきっかけに京都に攻め上が
ったが（禁門の変）、薩摩・会津・桑名藩らの軍に敗れた。 
 
〔東洋史〕 
 a.党錮の禁  b.文字の獄  c.文化大革命 



 
〔⻄洋史〕 
 a.ヘラス同盟 
 前 337 年のカイロネイアの戦い後に、マケドニアのフィリッポス２世が結成した同盟。
スパルタを除く全ギリシアのポリスが加盟した。結成地にちなんでコリントス同盟とも呼
ぶ。加盟ポリスの自治と相互不可侵、政治体制の変更禁止が定められていた。またペルシ
ア戦争の復讐を唱えて、フィリッポスの息⼦のアレクサンドロスの東征にも派兵した。 
 
 b. インノケンティウス 3 世 
 教皇庁の絶頂期に君臨したローマ教皇である。その権勢は、神聖ローマ皇帝オットー４
世、フランスのフィリップ２世、イギリスのジョンといった各国の君主を破門にしたこと
に象徴される。第 4 回十字軍の派遣、アルビジョワ十字軍の提唱、フランチェスコ修道会
の認可、ユダヤ人に対する規定をも含む第 4 回ラテラノ公会議の開催などでも知られる。 
 
 c. 諸国⺠の春 
 1848 年のパリでの 2 月革命がヨーロッパに波及して、同年のウィーンやベルリンでの 3
月革命、さらにはボヘミア、ハンガリー、イタリアにも⺠族運動が起こった。自由主義と
ナショナリズムの運動の高揚が、1848 年の春に激しく展開したことからこの名称がある。
ウィーン体制の崩壊をもたらした面もある。運動の多くは挫折したが、その後の自由主
義、ナショナリズム、社会主義運動に与えた影響は大きい。 
 
 


